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ラ トナ キ ー ル テ ィのCitradvaitaprakasavada梗 概

北 原 裕 全

Citradvaitaprakasavada 1)は,後 期 唯識思想 における有相説 ・無相説の対論を

跡 付け ることがで きる文献 として基礎資料 となる ものであ る。以下に この書の構

成を概 観 してそ の基本的性 格 と作者 自身の問題 意識 とを窺 ってみたい。

Cityadvaitapyakasavada梗 概

RNA頁,行

0帰 敬 と偈頌(造 論の意図)129 1-3

1自 説 の立場(sthiti)129 4-9

「或 る ものの,或 るときの,或 る限 りの形象群 の顕現 で あ る 或 る知識が発

現す るが,そ のものの,そ の ときの,そ の限 りの形象群(akaracakra)を そ

なえたそ の知識(vijnana)は 多 様不二(citradvaita)で あ る。」

2異 見 と推理式129 10-141 29

異 見/誤 解(vipratipatti)

〈 多様 である こと〉 と〈不二(単 一,一 体 であ ること)〉 との矛盾

推理式:《 必然性》お よそ照 出す る もの(yat prakasate),そ れ は一な るも

の(eka)で あ る。あたか も多様な形象群の中にあ る青の形

象の ように。

《所属性》 この,白 い ・ガ ソ ダ ーラ調の ・甘い ・芳 しい ・柔 らか

い ・喜ばしい及び[そ れ ら白な どとは]逆 の ものな どの多

様 な形象群は照出す る。

[結 論:多 様な形象群は一 なる ものである 。]

本 性が証因であ る論証

2.1証 因 が不成立(asiddha)で あ ることを否定(遍 是宗法性の検証題129 22-23

2.2証 因 が矛盾(viruddha)・ 不 確定(anaikantika)で あ る ことを否定

129 23-141 29

2.2.1実 例 の主辞(青)は 照出す る(同 品定有性の検証)130 1-32

2.2.1.1実 例 の主辞は一ではない とす る説を否定130 2-32
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2.2.1.1.1知 識 を切 り分けた場合 の非現実性(知 の極微説批判)を 主張

130 7-21

2.2.1.1.2粗 大 な顕現は一 である(遍 充)130 23-32

2.2.2異 品遍 無性が疑わ しい ことに関す る検討 と回答130 33-141 29

2.2.2.1知 識 の対象領域は二通 り(grahya・adhyavaseya)で あ り,異 類例は間

接決定に よって成立す る(adhyavasaya・siddha)131 4-141 8

「顕 現しつつある もの(pratibhasamana)が 把 捉 され る べ き も の

(grahya)。 把 捉 される ものでな くても,活 動の対象領域にな るも

のが間接決定 され るべ きもの(adhyavaseya)。 」

2.2.2.1.1異 類例 は把 捉 されない131 13-133 22

2.2.2.1.1.1事 物 ・非事物 を本体 とす る全 異類例 が顕現す るとい う説 を否定

131 13-132 31

2.2.2.1.1.2間 接 決定 され るべ きもの として異類例が把捉 され る とい う考 えを

否定132 32-133 22

2.2.2.1.2間 接 決定に関す る批判 の提示133 23-136 17

2.2.2.1.2.1無 相 唯識派に よる(?)批 判 の提示13323-1354

2.2.2.1・2.2ト リ ローチャナに よる間接決定批判 の提示1355-15

2.2.2、1.2.3ヴ ァ ーチ ャスパ テ ィに よる間接決定批判 の提示13516-13617

2.2.2.1。2.4無 相 唯識派に よる批判 の提示1377-17

2.2.2.1.3(回 答)錯 乱 ・間接決定 ・解脱13618-1418

2.2.2.1.3.1錯 乱 ― その消滅に よって解脱にいた るもの― とは何 か

13618-13826

2.2.2.1.3.1.1〈 非 存在が顕現す る〉説を否定13623-1372

2.2.2.1.3。1.2〈 非-Aに 対 してAと 把捉す る〉説 が,子 細な検討を加えないか

ぎ りにおいて好 ましい こと,そ の消滅が解脱1373-13914

2.2.2.1.3.1.2.1把 捉 しな くて も他所へ の活動をひ きお こす間接決定

1376-24

2.2.2.1.3.1.2.2顕 現 がな くて も,<対 象領域-対 象に関心を もつ も の の あ り

方〉は 〈間接決定-間 接決定す るもののあ り方〉 によって可能

13725-33

2.2.2.1.3.1.2.3把 捉 しな くて も分 別の能力が定 まってい る の で活動は定 ま っ

た対 象領 域を もつ1391-11
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2.2.2.1.3.1.2.4付 託(samaropa想 定)に よって活動 があるのではない

13812-26

2.2.2.1.3.2間 接 決 定 と 分 別13915-1418

tad evam apratibhasino' pi vipaksad adhyavasayamatrasiddhad 

eva vyavrtto, dosatrayanirmuktah prakasamanatatmako hetur, 

yavat prakasavadhijnanatmakacitrakaracakrasya ekatvam sadh-

yati eva//

2.3ま とめ の頌 と集成頌(Samgrahasloka)1419-29

― 以 上 が本 論
,以 下は補説

3(2.2.1.1.1補 説)実 例 と実例に よって例え られてい るもの(青 と多様な形象群)

に おける 〈一であ ること〉は,矛 盾 した属性が存す るか ら直接知覚 と推理 と

に もとついて否定 された,と い う説(シ ャー タラ クシ タ説)を 排す

14130-14430

3.1区 別 達成者 としての直接 知覚(bhedasadhakam pratyaksam)を 否 定

14132-14332

3.1.1直 接 知覚は 区別(bheda)さ れ ない14132-1435

3.1.1.1直 接 知覚は青 な どを本体 としない とい う考え方を否定14132-14222

3.1.1.2直 接 知覚は青な どを本体 とす る と考 え る場合,区 別に よって形象消失

の帰謬 におちいる14223-25

3.1.1.3多 様 不二が 自己認識 とい う直接 知覚(svasalpvedanapratyaksa)セ こよって

成立す る14226-1435

3.1.2顕 現(pratibhasa)は 区 別 されない1436-14

3.1.2.1顕 現 が形象群 を意図した場合を検討して否定1436-11

3.1.2.2顕 現 が 「発現」(sphurana)を 意 図 した場合を検討 して否定

14312-14

3.1.2.2.1発 現 は本質的に切 り分 かれない 自己認識14312

3.1.2.2.2無 明に影響 されて形象の区別がある14312-14

3.1.3区 別 は外 界において成立す るので,遍 充 された もの も区別 され な くな

って しま うとい うことはない14315-19

3.1.4照 出 と形象群 の無 区別 は照出のみか形象群のみ とな って しま う とい う

説 を否定14320-30

3.1.5排 除 に よる区別(vyavrttibheda)を 検 討14331-32
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3.2ま とめの頌1441-30

結頌

結:Citrddvaitaprakdsavadaは 冒頭で 「形象群をそなえた知識は多様不二であ

る」との立場を定立し,こ れについて推理式をたてて多様不二を論証する科(第

2科)と,自 己認識 という直接知覚の観点から多様不二を論ずる科(第3科)と か

ら構成 されている。前者が本論にあた り後者は補説 と位置付けることができる。

推理の特色は〈一であること〉を徴表する証因にprakasamanataを あててい

る点2),異 類例を明確に設定して検討している点にある。異類例はadhyavasaya

に よって成立するとされる。

本書が提起した第一の異見は,直 接知覚と推理によって形象の区別が成立して

いると主張して形象群の一体性を否定する説で あ る3)。この説はシャーンタラク

シタ(『中観荘厳論』第50偈,第49偈,及 びその前提となる第31-32偈)に 辿ることがで

きる。この説に対する反駁が本書を著す主たる心理的要因 となっている。

1)TEXT:Cityadvaitapyakasavdda,in Ratnakiytinibandhdvalih[略 号 RNA](2nd.

rev.ed.)ed.by A.Thakur,Patna 1975,pp.129-144.

2)ジ ニ ャ ー ナ シ リ ー ミ ト ラ はbhasamanataを 用 い(Sdkarasamgraha】 Ⅳ 136,Jna-

naoyimityanihandhavali[略 号JNA]P.569),prakasamanataは 知 識 の 有 形 象 性 を

徴 表 す る 証 因 に 用 い ら れ る(Advaitabindu,JNAp.358).

3)第3科 の 冒 頭 で 次 の よ う な 前 主 張 が 提 示 さ れ る 。―"nanu ca atra drstantadarst-

antikayor ubhayatra apy ekatvam pratyakso' numanac ca viruddhadharmadh-

yasalaksanat pratihatam,tat katham anumanad ekatvasiddhir"こ こ で い う,実

例 と 実 例 に よ っ て 譬 え ら れ て い る も の 双 方 に お け る 一 体 性 を 否 定 す る 議 論 が,異 見

(vipratipatti)と さ れ る も の で あ る(RNAp.1431-2).

〈 キ ー ワ ー ド〉 多 様 不 二,有 相 唯 識,ラ トナ キ ー ル テ ィ,prakasa

(高 野 山 大 学 大 学 院)
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